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大学入学共通テスト１００日前集会 10 月９日（木）６・７校時に、3 学年を対 

象に「大学入学共通テスト１００日前集会」が開催されました。会の冒頭では校 

長先生・学年主任から激励がなされ、その後キャリア支援部から一般選抜に関 

する注意事項が伝えられました。生徒代表挨拶では 3年５組中倉英太さんか 

ら、「残り日数は少ないけど、全員で頑張ろう」」という決意表明がありました。 

その後、株式会社ベネッセコーポレーションからお招きした白石太陽氏の進 

路講演会を実施しました。「今全力を出さないと、絶対後悔する」という演題で、 

残りの日数が少ない分しっかり計画を立てていくことが大切、判定に一喜一憂 

しない、第一志望校を変えず最後までやり抜くべき、といった、具体的かつ熱意 

のこもった講演でした。生徒たちの感想文を見ても、諦めかけていたけどもう一 

度全力で頑張ろうと思った、など、前向きな決意が多く見られました。 

また、講演会の終了後には育友会より差し入れをいただきました。激励の言 

葉もかけていただき、生徒たちには大きな後押しとなったようです。残り日数は 

確かに少ない、でも、やれることは少なくないはず。 【キャリア支援部 植島】 

 

 

 

 長崎大学学部説明会・講義体験  

１０月９日(木)の６・７校時に、本校にて長崎大学との高大連携事業を行いました。この事業は、長崎大学の先

生方から最先端の研究内容や学部紹介を直に講義していただくものであり、本校では毎年高校１年生（本年度

は６２回生）が受講対象となっています。 

生徒たちは自分の進路希望に応じて１１講座の中から２講座を選択し、各会場で講義を受けました。50 分間 

それぞれの学部・学科の特色を活かした講義が行われ、参加した生徒たちは熱心にメモを取るなどして真剣に

受講していました。高校卒業後はどんな学部で学びたいのか、将来はどんな職業に就くのかなど、進路を早期に

明確にすることで受験への意識や日々の学習態度が変わっていきます。今回の講義体験は生徒たちにとって大

変有益な機会となりました。 生徒たちには今後もさらに進路研究に励んでもらいたいと思います。 

【1 学年 上戸】 

 
点と点をつなぐ 

校長 本村 暢子   

 

始業式で「掃除のレベルアップ」の話をしました。６８５人、それぞれが使った広い校内のあちこちを、皆で分

担して一斉にやるから毎日１５分で終わる、「お互いさま」の時間。それが掃除の時間です。たとえあなたが使

わないトイレであっても、丁寧に掃除するのです。あなたが使ったトイレは誰かが磨いてくれています。段取りよく

てきぱきと終わらせ、気持ちをすっきりさせましょう。学習環境は常に整然と美しく清潔に保つこと。 

以前、缶コーヒーの CM で「世界は誰かの仕事でできている」というキャッチコピーが流れていました。ユー

モアと優しさが漂う映像と相まって、ホントにそうだな、といろんな方のおかげで生活できていることに感謝する

気持ちになるし、自分も世界の役に立ってるのかな、と誰もがちょっと元気になれる秀逸なコピーでした。 

今回のタイトル「点と点をつなぐ」には、「誰かの仕事」について想像できる人であってほしいとの思いを込

めました。例えば台風が来て停電になり、数時間後に復旧したという時、悪天候の中で復旧作業をしてくれた

「誰か」に一瞬でも思いを馳せてほしい。停電、復旧という点と点をつなぐ想像力を持ってほしいという思い。 

もし体育大会の日、各ブロックテントに置いてあったクーラーボックスの氷に気づいて、「朝からたくさんの

氷、誰が準備さしたとかな」などとチラッとでも考えたのなら素晴らしい。あれは育友会の方々が、熱中症対策

にと早朝から大量に購入し運んで来てくださったものです。また、氷が運ばれて来た道路だけでも膨大な数の

「誰か」が関わっています。国交省や自治体、調査・測量・設計、様々な資材とその運搬、建設工事作業、完成

後の管理やメンテナンス、さらに作業服や弁当やはたまたその材料や…と付随するものを挙げていくとキリが

ありません。もう一つ、体育大会が無事に終わった陰には、猛暑の中、会場の外で警備をしてくださった方々が

います。もっと外に目を向けると地域や国の秩序・安全を２４時間３６５日見えない大きな屋根のように守る多く

の方々の存在もあります。こうなるとバスで隣に座った人、道ですれ違った人、皆どこかで何かでお世話になっ

ていたり、これから先お世話になったりする人なのかもしれません。 

想像力を持つということは、物事を点でとらえるだけでなく、それまでの経緯やそこから先のことを思い描け

ることであり、物事を深く多角的にとらえることができる、ということです。それは互いに支え支えられて生きる私

たち人間にとって、とても大切なことです。想像力は自身の知識と経験が土台となります。西高生には、「世界

は誰かの仕事でできている」という目で世の中を見つめ、実感とともに受け止めてもらいたい。併せて、何事も

準備や後片付け、振り返りといった一見目立たない地味な行為が実は重要だということも、実感として分かっ

ていなければなりません。先述の掃除しかり、委員会活動や係の仕事、行事や部活動で、表に出たり裏方をや

ったり、リーダーもフォロワーもやってみて、どんなやりがいや苦労があるものなのか体験してみる。その実感を

伴う経験が、点と点をつなぐ想像力となり、協同性や自治の力もきっと高めていきます。日々トライです。 

                                                          



 主な試合などの結果  

＜陸上部＞  

〇長崎県高等学校新人体育大会陸上競技大会 

 女子 5000ｍＷ 第１位 福田美和（２年）、 走高跳 第２位 田嶋恋美（１年） 

    走幅跳  第３位 松瀬伊織（２年） 

 〇令和７年度全九州高等学校体育大会新人陸上競技大会 

女子 5000ｍＷ 第１位 福田美和（２年） 

＜柔道部＞  

〇令和７年度佐世保地区高校新人柔道大会 

団体戦 第３位 

個人戦 66ｋｇ級 第２位 江山昂輝（２年）、100ｋｇ超級 第３位 湊 浩幸（２年） 

＜弓道部＞ 

〇させぼスポーツマンス 弓道競技 

  男子団体 第３位  松原一史（２年）、前田一裟（１年）、永石倖誠（２年） 

  女子団体 準優勝  山岡穏空、團 美咲、濱田 楓（２年） 

＜卓球部＞ 

 〇令和７年度長崎県高等学校新人体育大会卓球競技佐世保地区予選会 

  女子学校対抗  第２位 

  女子シングルス 第３位 矢野朱莉（２年）、女子ダブルス 第３位 古川優月（１年） 

＜放送部＞ 

 ○令和７年度長崎県高等学校総合文化祭【放送部門】第４７回九州放送コンテスト県北地区大会 

  アナウンス部門 優秀賞 楠田悠人（１年） 県大会出場 

  朗読部門    優良賞 橋村奏一郎（２年） 

＜ソフトボール部＞ 

 〇第７９回国民スポーツ大会滋賀大会 

優勝 北村隆太郎、西村優人（3 年） 本校から２名出場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《１１月の主な予定》 

 １ （土） マーク模試（３年）進研記述テスト(1・2 年) 

２ （日） マーク模試（３年）進研記述テスト(2年) 

 ３ （祝） 文化の日 

４ （火） 校内持久走記録会（※予備日 11/5） 

６ （木） ＤＶ防止講話（１・２年） 

７   （金） 県高総文祭総合開会式（アルカス） 

８ （土） 大学別模試（３年） 

11 （火） 受納式 

コモンホール学習会 11/８,11/2２,11/２９   

1３ （木） 人生の達人セミナー（１・２年） 

１5 （土） 共通テストプレ１回目（３年） 

１６ （日） 共通テストプレ１回目（３年） 

１８ （火） 赤い羽根共同募金活動（～25日） 

２０ （木） 
後期中間考査時間割発表 

（部活動中止～12/1）  人権学習会 

２３ （日） 勤労感謝の日 

２４ （月） 振替休日 

２７ （木） 後期中間考査開始（～12/2） 

 

 

  ながさきピース文化祭出場   

 今年、長崎県では 9月１４日から１１月３０日にかけて、「ながさきピース文化祭２０２５」（第４０回国民文化祭・第２

５回全国障害者芸術・文化祭）が行われています。去る９月１４日には、アルカスＳＡＳＥＢＯにて、天皇皇后両陛下の

御臨席のもと開会式が盛大に行われ、本校コーラス部は、『プロローグ』の合唱に他7校とともに参加させていただ

きました。オーケストラの伴奏で、「西海讃歌」「美しき天然」「瞳を閉じて」「島原の子守歌」「のんのこ節」「精霊流

し」「長崎セレナーデ」「長崎の鐘」など、長崎を代表する楽曲をメドレーで演奏し、オープニングを盛大に飾ることが

できました。その後は、ＫＴＮの吉井アナウンサーと、俳優で長崎県出身の長濱ねるさんが総合司会を務め、国歌独

唱をさだまさしさん、長崎の歴史の流れとともに長崎の文化・芸術を紹介する『フェスティバル』では、こちらも長崎

県出身で俳優の水上恒司さん、ピアニストでタレントの森保まどかさんが素晴らしい演技を披露してくださいまし

た。最後は、EXILE TAKAHIRO さんと一緒に「青い空は」を歌ったのですが、本校コーラス部は幸運にも

TAKAHIRO さんの隣りで歌わせていただき、大きな感動をいただきました。 

 

  薬物乱用防止教室  

9 月 25 日(木)本校体育館アリーナにて、薬物乱用防止教室を行いました。今回は佐世保地区保護

司会から藤武 透（とうたけ とおる）様をお招きし講義を受けました。講義では、スライドを用いて

薬物が持つ依存性の高さや危険性を学び、薬物依存に陥る若者のショートドラマを視聴後、保護司会

の業務内容などのお話をうかがいました。生徒からは「思っていたよりも身近に薬物が存在している

ことに驚いた」「仲の良い先輩や友達から薬物使用を勧められたときにきっぱり断れるか不安」「薬物

中毒者は、どうすれば薬物を購入し使用できるか、そのことしか考えられない状態になってしまうこ

とを知りとても怖く感じる」などの感想が上がっていました。【生徒指導部】 

 


